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研究要旨 

本研究の目的は、国内外からのツーリストが多い沖縄県において、沖縄県を訪れる外国籍 MSM

の感染リスク行動を明らかにするための多言語対応のMSM向けHIV感染リスク行動調査の質問

紙を作成することである。過去の MSM を対象にコミュニティベースで実施されてきたアンケー

ト項目をすべて収集し、外国籍 MSM に対して尋ねるべき項目を選択する作業を実施した。 

日本における外国籍 MSM における新規 HIV 感染者、新規 AIDS 患者報告数は近年増加して

おり、日本を訪問する外国籍 MSM の実態把握、予防行動の実態把握と対策の考案は急務である。 

今年度は、外国籍 MSM が回答可能な多言語アンケートシステムの構築を行った。またアジア圏

の来日者の急増も鑑み、中国語でも回答可能なアンケートを構築した。次年度は調査を実施し、

実態の解明につなげる。 

 

Ａ．研究目的 

本研究の目的は、国内外からのツーリスト

が多い沖縄県において、沖縄県を訪れる外国

籍 MSM の感染リスク行動を明らかにするた

めの多言語対応のMSM向けHIV感染リスク

行動調査の質問紙を作成することである。 

 

Ｂ．研究方法および結果 

過去の MSM を対象にコミュニティベース

で実施されてきたアンケート項目をすべて収

集し、外国籍 MSM に対して尋ねるべき項目

を選択する作業を実施した。性指向、出身国、

年齢、職業、などの基礎項目、過去 6 か月に

使用したゲイ向け商業施設、生涯や過去 1 年

の HIV 検査行動、性行動など 25 問である。

アンケートの依頼文、質問項目については、

英語版のみならず、中国語版も作成し、多言

語に対応したものとした。質問項目一覧は資

料 1 のとおりである。 

 

Ｄ．考察 

 日本における外国籍 MSM における新規 HIV

感染者、新規 AIDS 患者報告数は近年増加して

おり、日本を訪問する外国籍 MSM の実態把握、

予防行動の実態把握と対策の考案は急務であ

る。沖縄県は、MSM 向けツーリズムの受け入

れ先として人気が高く、多くの日本国籍 MSM

が沖縄県を訪問している実態を H27,H28 年度

に実施した研究で示した。しかし、沖縄県を

訪れる MSM の実態は一切わかっていない。

2018 年の暦年（1～12月）の入域観光客数が

前年比 4・7％増（44万 6200 人増）の 984 万

2400 人になったと発表した。台風や麻疹（は

しか）の影響で前年割れの月があったものの、

6 年連続で過去最高を更新した。国籍別にみ

ると、台湾が 13・0％増の 88 万 9700 人、韓

国が 6・2％増の 55万 5500 人、中国が 25・5％

増の 63万 2400 人となっており、近隣アジア

国からの観光客が多いことが想定される。

2019 年は今年度開発、作成したアンケートシ

ステムを活用し、沖縄に滞在する外国籍 MSM

の実態調査につなぐ。 
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Ｅ．結論 

 日本における外国籍 MSM における新規

HIV 感染者、新規 AIDS 患者報告数は近年増

加しており、日本を訪問する外国籍 MSM の

実態把握、予防行動の実態把握と対策の考案

は急務である。今年度は、外国籍 MSM が回

答可能な多言語アンケートシステムの構築を

行った。またアジア圏の来日者の急増も鑑み、

中国語でも回答可能なアンケートを構築した。

次年度は調査を実施し、実態の解明につなげ

る。 
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（予定を含む） 

1.特許取得 

なし。 

2.実用新案登録 

なし。 

3.その他 

なし。 
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